
編集委員として記事を提案し，

著者と調整し，雑誌になるまでを

担当し，記事の背後にいろいろな思いや経緯があることを

肌で感じることができたのは貴重な経験でした．何かと段

取りが遅れがちで関係者にご迷惑をおかけしましたが，ご

協力のおかげで乗り切ることができました．この場を借り

てお礼申し上げます．

コロナウィルスの流行のため，編集委員会も学会も研究

会もリモート会議となり，参加が楽で効率的になりまし

た．当初は歓迎していたのですが，軽い相談をするタイミ

ングを逃したり，雑談がしにくかったり，二つの会議に同

時出席する羽目になったり，良くない面も実感していま

す．特に，シミュレーション研究はメールで用事が済んで

しまうことが多いためか，人から刺激を受けることが格段

に減ったと感じます．

コロナウィルスだけのせいではありませんが，刺激の乏

しくなってしまった私とは違い，今年度に小学校に入学し

た息子は，新しい刺激に囲まれているようです．例えば，

授業や宿題が私の頃よりもしっかりとしているようで，音

読や計算プリントなどを頑張っている様子を見ると，昔と

は違う刺激の受け方をしているように感じます．ふと気に

なり，「数」がどのように教えられているのか調べたことが

あります．物の個数を数えることから始まって，１０個を塊

としてとらえることが最初の関門のようで，個数を増やし

て十の位が増えたり，逆に減らして十の位が減ったりする

ときに混乱する子どもが多いそうです．また，加減算は，

数を一列に並ぶ順番と捉えて一つずつ進めたり戻ったりす

る流儀と，数を量としてとらえて塊として合わせたり取り

除いたりするという流儀があるそうで，数の概念の学習と

しては後者の方がいいと書いている記事があり，なるほど

と思いました．ちなみに，繰り下がりのある引き算では，

減加法と減減法という二つの考え方があるそうです．昔と

比べると，結果よりも考え方を重視するようになってきて

いるようです．ここから数学への一歩が始まるのかと思う

と，いい加減なことは言えないな，と大人の責任を感じま

す．

（河村学思）
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